
○要旨
真正粘菌（以下粘菌）は自身にとって悪い刺激が周期的に与えられたとき、その周期を学

習することができる。この能力は温度・湿度によってのみ見られることが分かっていたが、
今回の研究によって、「光による刺激も学習すること」、及び「ウルトラディアンリズムを
持ち、周期的刺激によってそれを同調させている可能性がある」ことが分かった。

真正粘菌の周期記憶行動及びウルトラディアンリズムの
同調因子の可能性について

１ 序論
粘菌は自身にとって悪い刺激が与えられると、自らの活動を

抑制する。また、この刺激が周期的に与えられた場合、その周
期を記憶し、次の刺激のタイミングを予測して行動する能力を
持つ（手老篤史ら、2007）（図１）。この能力は温度と湿度に
よってのみ確認されていたため、粘菌の一種モジホコリ
（Physarum polycephalm）を用いて、他の因子による学習、
またこれらに関わる性質を追求することを目的に研究を行った。 図１温度・湿度による粘菌の学習

２ 予備実験
【24 ℃、200 luxの環境において、粘菌がどのような行
動をしているかを調べるための実験を行った。】
実験に用いた粘菌は１時間ほどのウルトラディアンリズ
ムを持つ可能性があると考えられる。
ウルトラディアンリズムとは、生物がもつ、数分から数時間程
度の周期的なリズムのことである。本研究においては、粘菌の
行動速度が周期的に変化していることを指す。
結果を右図のように示す。横軸は時間（分）、縦軸は移動速度（mm²/分）
とする。以後同様に示す。 図２平常時の粘菌の移動速度の変位

３ 温度に関する実験
【温度を一定時間ごとに下げる操作を行った。】
温度を下げた時、粘菌の行動は促進された。
粘菌は、その周期を記憶した（図３、４）。
刺激によって、二つの粘菌が同調していた。
➡温度変化が同調因子となった可能性がある。
同調因子について、本研究では、他個体の行動を
同期・同調させる因子のことを指す。 図３ 温度変化 サンプルA

図４ 温度変化 サンプルB図５ 同調している様子

青:サンプルA
黄:サンプルB
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４ 光に関する実験
【白色光を、一定時間ごとに赤色光に変える操作を行った。】
光を赤色に変えた時、粘菌の行動は促進された。
粘菌は、その周期を記憶した（図６）。
刺激によって、二つの粘菌が同調していた。

【光を、一定時間ごとに当てない操作を行った。】
光を当てない時、粘菌の行動は促進された。
粘菌は、その周期を記憶した（図７）。

５ まとめ
粘菌が周期を学習することのできる刺激として考えられるものは、以下の通り。
・温度変化
・照度変化
・光の波長変化
また、粘菌が自らのウルトラディアンリズムに従って行動をしていた場合、それらの刺激が同調
因子となっている可能性がある。

６ 展望
粘菌のウルトラディアンリズムの実態についてより多くの実験を行う
➡本当に同調因子と称してもよいかが明らかになる
刺激を与える回数を変えたり、周期を記憶する割合を比較したり、周期を変化させる実験を行う
➡同一の機構によるかを調べられる
同一の機構によった場合
➡行動を抑制したときに体内の何らかの物質濃度変化が生化学的振動子として働いた可能性が大
きいと考えられる
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図６ 赤色光変化 サンプルC、D

〈実験の様子〉
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図７ 光量変化 サンプルE
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